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雷山神籠石　　2019.03.26（火）晴れ
駐車地～北水門入口～領境石～北水門～三叉路～引返し～三叉路～
西尾根へ～南水門～駐車地

410*305 410*305

410*305 410*305

スギ植林地の平坦路を進む。 11:56　右に領境石の案内板を見る。

407*304 407*304

11:57　スギ植林地を抜ける。 11:58　「山道より東福岡領」と刻まれた領境石を見て引き返す。

11:55　北水門入口を右折する。



407*304

12:01　北水門の西側崖下に立つ筒城神社跡の標柱。 雷山神籠石の案内板。

筒城神社跡の鳥居。 雷山神籠石の標柱。

北水門。３つの排水溝が通されている。石材には鍵形に加工された石がある。



410*307 410*307

西列石は急斜面に伸びている。 12:18　東列石も急斜面に伸びている。

410*307

12:20　天端の角は丸みを帯びていない。 12:21　ツクシショウジョウバカマ

410*307

12:30　南北に延びる尾根筋の東斜面の踏み跡を辿る。 12:40　三叉路から東への道は空堀状の道で下っている。



三叉路から南への道は尾根筋を伝う。 三叉路から南南西への道は下っており、不動池へ出るのだろう。

410*307

12:46　東へ降って行くと、作業路の地形をしていた。此処で引き返す。 12:47　北西斜面に蛇腹ホースが見えた。

410*307 410*307

12:49　引返す中で、両側に列石が無いか探しながら登って行くが、見当たらない。



12:54 三叉路近くの北側斜面に露出していた石で、列石推定ラインに
乗っている。

12:55　三叉路から南へ向かう。

13:07　尾根筋に露岩を見る。此れも列石推定ラインに乗っている。 平坦な尾根筋を行く。

13:10　スギ植林の尾根筋を行く。

城山 城山



キジョラン　葉 13:20　マムシグサ　芽吹き

13:21　ヌタ場。 13:28　モトクロスバイクのタイヤ痕を見る。

此処から西尾根へ向かう。



410*307 410*307

13:31　イボカサタケ 13:34　花崗岩の露岩を見る。

410*307

13:40　石切場の跡か？切石が点在している。 13:41　幹に巻かれた赤杭を見る。

13:35　植林斜面を緩く降って行く。



滑り易い急斜面を降る。 13:46　列石を見る。

410*307

山側列石の側面。 河床に転がる加工された石材。

13:50　南水門右岸側を上流より見る。右上に列石が見える。



窪み加工された石材。 切断面は綺麗でクサビ跡など見当たらない。どうやって切断したのか？

右岸水門を下流左岸側より見る。 ヤブコウジ

410*307

14:00　左岸水門を下流より見る。放水路石積みの裏込め栗石が残っている。



410*307

14:03　南水門入口に立つ標柱。 14:04　西尾根の東斜面を上る列石。

左岸水門の樋管底石が残る。

14:02　左岸水門右側放水路の石積み。



410*307

14:09　道なりに北へ向かう。 14:11　ヒサカキ

14:12　不動池の堰堤が見えた。 14:13　アオキ

410*307

14:15　ムラサキケマン 14:17　駐車地に帰り着いた。


